
　

養
老
川
の
河
床
か
ら
千
葉

セ
ク
シ
ョ
ン
の
露
頭
（
地
層

が
直
接
見
え
る
部
分
）
を
見

上
げ
る
と
、
の
っ
ぺ
り
と
し

た
特
徴
の
な
い
崖
の
上
部
に

一
本
の
地
層
の
筋
が
見
え
る
。

こ
れ
が
Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
に
認
定
さ

れ
た
白
尾
（
び
ゃ
く
び
）
火

山
灰
層
で
、
７７
万
４
千
年
前

の
古
期
御
嶽
山
の
巨
大
噴
火

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も

の
だ
。
そ
こ
か
ら
上
が
チ
バ

ニ
ア
ン
、
下
が
そ
れ
よ
り
古

い
カ
ラ
ブ
リ
ア
ン
の
時
代
の

地
層
と
な
る
。
２
０
２
２
年

５
月
に
、
Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
の
証
と

し
て
『
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
パ
イ

ク
』
が
設
置
さ
れ
た
。
白
尾

火
山
灰
層
の
上
１
・
１
ｍ
の
あ

た
り
に
、
目
に
は
見
え
な
い

が
、
現
在
に
至
る
最
後
の
地

磁
気
逆
転
で
あ
る
『
松
山
─

ブ
ル
ン
逆
転
境
界
』
が
あ
る
。

こ
の
境
界
を
中
心
に
約
２
千

年
か
け
て
、
Ｓ
極
が
南
半
球

か
ら
北
半
球
へ
移
動
し
た
。

露
頭
か
ら
足
元
の
養
老
川
の

河
床
に
目
を
移
す
と
、
そ
こ

は
７８
万
年
前
の
海
底
に
生
活

し
て
い
た
深
海
生
物
の
化
石

の
宝
庫
だ
。
貝
や
、
生
痕
化

石
と
呼
ば
れ
る
生
物
の
這
っ

た
跡
な
ど
が
い
た
る
所
に
見

ら
れ
る
。

　

露
頭
に
は
多
く
の
見
学
客

が
訪
れ
る
。「
ず
っ
と
興
味
が

あ
っ
た
の
で
、
ゴ
ル
フ
の
帰

り
に
」「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
で
近

く
に
泊
ま
っ
た
の
で
」「
釣
り

に
行
く
途
中
に
看

板
が
気
に
な
っ
て
」

と
、
訪
れ
る
人
の

行
程
は
様
々
。
見

学
客
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
の
が
チ
バ
ニ

ア
ン
ガ
イ
ド
だ
。

日
時
を
選
べ
る『
チ

バ
ニ
ア
ン
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
』
と
、
休

日
の
『
定
時
ガ
イ

ド
』
は
６０
分
コ
ー

ス
で
有
料
、
そ
の

他
に
露
頭
で
説
明
し
た
り
、

質
問
に
答
え
た
り
す
る
『
露

頭
ガ
イ
ド
』
が
あ
る
。
ガ
イ

ド
歴
３
年
の
鈴
木
せ
い
子
さ

ん
は
「
そ
の
方
の
興
味
に
合

わ
せ
て
、
一
番
感
動
で
き
る

こ
と
を
見
つ
け
て
説
明
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の

地
層
が
す
ば
ら
し
い
と
感
じ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
意
味
が

あ
る
。
来
た
時
と
帰
る
時
の

目
の
輝
き
が
違
う
と
う
れ
し

く
な
り
ま
す
」
と
テ
ン
ポ
よ

く
話
す
。
ガ
イ
ド
の
説
明
を

受
け
た
人
は
「
チ
バ
ニ
ア
ン

と
い
う
名
前
だ
け
で
、
地
磁

気
逆
転
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

詳
し
い
知
識
に
触
れ
ら
れ
て

よ
か
っ
た
」「
テ
レ
ビ
で
観
る

だ
け
で
な
く
、
そ
の
場
に
来

て
み
て
よ
か
っ
た
。
難
し
い

こ
と
も
わ
か
る
よ
う
に
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

　

田
淵
チ
バ
ニ
ア
ン
ズ
の
活

動
の
中
核
を
担
う
チ
バ
ニ
ア

ン
ガ
イ
ド
は
、
養
成

講
座
も
充
実
し
て
い

る
。
令
和
５
年
度
の

５
期
生
養
成
講
座
で

は
、
４
月
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
始
ま
り
、
古

地
磁
気
学
、
生
痕
化

石
学
、
田
淵
地
区
の

歴
史
や
救
急
救
命
な

ど
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
も
含
む
計
１３
回
の

講
座
と
、
バ
ス
研
修

が
行
わ
れ
た
。
講
師
陣
は
千

葉
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
提

案
チ
ー
ム
代
表
の
茨
城
大
学
・

岡
田
誠
教
授
を
は
じ
め
豪
華

な
顔
ぶ
れ
。
バ
ス
研
修
で
は

茨
城
県
つ
く
ば
市
の
地
質
標

本
館
と
、
水
戸
市
の
茨
城
大

学
岡
田
教
授
の
研
究
室
を
訪

問
し
た
。

　

２
月
時
点
で
、
ガ
イ
ド
は

３０
代
か
ら
９０
代
の
３３
名
。
こ

れ
に
研
修
中
の
５
期
生
１１
名

　
　
　

 

（
２
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

第１４回地域再生大賞優秀賞受賞

チバニアンの魅力を地元から発信
　　　　　　　　　　　　　ＮＰＯ法人田淵チバニアンズ
　２０２０年１月、市原市田淵の地磁気逆転層を含む地層『千葉セクション』
がＧＳＳＰ（地質年代の境目を世界で一番よく観察できる地層の断面）に認定
され、７７万４千年前から１２万９千年前までの時代が、ラテン語で『千葉の
時代』を意味する『チバニアン』と命名された。『ＮＰＯ法人田淵チバニアンズ』
は、２０１９年１２月にオープンした『チバニアンビジターセンター』の委託
管理を市から請け負い、草刈りなどの環境整備、チバニアンガイドの運営など
幅広く活動している。今年２月には、千葉日報など地方新聞４７紙とＮＨＫ、
共同通信が、地域活性化の取組みを応援する『第１４回地域再生大賞～つながる、
多様性が拓（ひら）く』にて優秀賞に輝いた。

ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん

ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん

チ
バ
ニ
ア
ン
ガ

イ
ド
活
躍
中
！

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
様
子

ガ
イ
ド
６
期
生

を
募
集

新ガイダンス施設外観予想図



22024年3月9日㈯市原版
●
常
夏
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
で

「
し
ま
じ
ろ
う
と
い
っ
し
ょ

に　

は
じ
め
て
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
」

　

い
わ
き
湯
本
の
豊
富
な
温

泉
で
、
６
つ
の
温
泉
テ
ー
マ

パ
ー
ク
が
楽
し
め
る
「
ス
パ

リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
（
運

営
：
常
磐
興
産
株
式
会
社　

本
社
：
福
島
県
い
わ
き
市
）」。

春
休
み
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、「
し
ま
じ
ろ
う
と
い
っ

し
ょ
に　

は
じ
め
て
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
！
」
を
３
／
２３
㈯
～

４
／
７
㈰
に
開
催
し
ま
す
。

い
つ
も
と
違
う
旅
先
と
い
う

特
別
な
場
所
で
、
お
子
さ
ん

た
ち
が
「
し
ま
じ
ろ
う
」
と

一
緒
に
様
々
な
こ
と
に
楽
し

く
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
の
企

画
。
ワ
イ
ワ
イ
オ
ハ
ナ
・
こ

ど
も
プ
ー
ル
で
の
し
ま
じ
ろ

う
と
「
は
じ
め
て
の
水
遊
び
」

や
、
こ
こ
で
し
か
手
に
入
ら

な
い
限
定
グ
ッ
ズ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
、
４
日
間
限
定
の
し
ま

じ
ろ
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
の
開
催
も
あ
り
。

家
族
で
の
特
別
な
思
い
出
作

り
に
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

●
し
ま
じ
ろ
う
と
い
っ
し
ょ

に　

は
じ
め
て
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
！

・
日
時
：
３
／
２３
㈯
～
４
／
７

㈰　・
場
所
：
ワ
イ
ワ
イ
オ
ハ
ナ
、 

ビ
ー
チ
シ
ア
タ
ー

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
：
３
／
２３
㈯
・
２４
㈰
・

３０
㈯
・
３１
㈰　

１１
時
半
～
と

１５
時
半
～
（
各
３０
分
）

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
限
定
グ
ッ
ズ

付
（「
は
じ
め
て
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
や
っ
て
み
よ
う
Ｂ
Ｏ
Ｏ

Ｋ
」
ほ
か
）
の
入
場
券
（
対

象
３
歳
以
上
・
未
就
学
児
の

み
）
や
宿
泊
プ
ラ
ン
も
あ
り

・
詳
し
く
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て

・
問
合
せ
：
ス

パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ

ワ
イ
ア
ン
ズ

☎
０
５
７
０
・
５

５
０
・
５
５
０

●
ス
パ
リ
ゾ
ー

ト
ハ
ワ
イ
ア
ン

ズ
・
ペ
ア
入
場

券
（
８
２
４
０

円
相
当
）
２
組
４
名
様
プ
レ

ゼ
ン
ト

　

希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
て
、
〒
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
な

ど
を
明
記
し
、
シ
テ
ィ
ラ
イ

フ
「
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ 

ペ
ア
入

場
券
」
係
ま
で
。
３
／
１４
㈭

必
着
。

宛
先
：
〒
２
９
０
の
０
０
５
６

市
原
市
五
井
４
８
７
４
の
１

FAX
０
４
３
６
・
２１
・
９
１
４
２

メ
ー
ル kiji@cl-shop.com

  

招
待
券
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

   

し
ま
じ
ろ
う
が
や
っ
て
く
る
！

　
　
　

 

　　　　 　

ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ 

ペ
ア
入
場
券

が
順
次
加
わ
る
。『
チ
バ
ニ
ア

ン
ガ
イ
ド
部
』
部
長
の
石
井

あ
ゆ
み
さ
ん
は
「
チ
バ
ニ
ア

ン
ガ
イ
ド
は
研
究
の
最
前
線

に
い
て
も
専
門
家
で
は
な
い

の
で
、
疑
問
に
思
っ
た
り
、

お
客
様
か
ら
質
問
さ
れ
て
分

か
ら
な
か
っ
た
り
し
た
こ
と

を
そ
の
都
度
先
生
方
に
教
え

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
新

し
く
得
た
知
識
や
情
報
は
、

月
に
１
度
の
定
例
会
で
全
員

が
共
有
す
る
こ
と
を
徹
底
し

て
い
ま
す
」
と
説
明
。「
ガ
イ

ド
の
皆
さ
ん
は
み
ん
な
楽
し

そ
う
。
説
明
し
て
感
謝
さ
れ

る
こ
と
が
喜
び

で
す
。
高
齢
者

も
多
い
の
で
、

ガ
イ
ド
が
１
人

１
人
の
生
き
が

い
に
な
る
と
い

い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
続
け

た
。
隈
健
吾
さ

ん
の
設
計
事
務

所
が
設
計
を
担

当
す
る
こ
と
で

も
話
題
と
な
っ

た
新
施
設
『
チ

バ
ニ
ア
ン
ガ
イ

ダ
ン
ス
施
設
』

（
仮
称
）
は

２
０
２
７
年
開
館
予
定
。
石

井
さ
ん
は
「
よ
り
人
が
集
ま

る
場
と
な
る
の
で
、
地
元
の

農
産
物
の
直
売
所
や
み
ん
な

が
く
つ
ろ
げ
る
カ
フ
ェ
な
ど
、

地
域
振
興
に
も
努
め
た
い
。

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
も
充
実
さ
せ
、

発
信
力
を
よ
り
高
め
て
い
き

た
い
」
と
熱
心
に
語
る
。

　

露
頭
見
学
の
際
は
、
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
説
明
展
示

を
見
て
か
ら
が
お
す
す
め
。

河
床
の
観
察
の
た
め
に
長
靴

を
履
く
と
良
い
。
降
雨
後
の

川
の
増
水
時
は
見
学
不
可
。

当
日
の
川
の
情
報
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
る
。
現

在
、
チ
バ
ニ
ア
ン
ガ
イ
ド
の

６
期
生
を
募
集
し
て
い
る

（
７
ペ
ー
ジ
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ひ
ろ
ば
参
照
）。
ガ
イ

ド
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
講

座
受
講
料
は
無
料
。「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
と
知
識
欲

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
仲

間
に
！
」
と
の
こ
と
。
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
、
問

合
せ
を
。             

（
石
井
）

問
チ
バ
ニ
ア
ン
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー

・
開
館
：
１０
月
～
３
月
・
９
時

～
１６
時
、
４
月
～
９
月
・
９

時
～
１７
時

・
休
館
：
木
曜
、
年
末
年
始　

☎
０
４
３
６
・
９６
・
２
７
５
５

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
同
）

https://www.tabuchi-
chibanians.com/

↑ホームページ
はこちらから

地
層
「
千
葉
セ
ク
シ
ョ
ン
」
の
露
頭
全
面

ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
パ
イ
ク
。

背
景
の
横
の
線
が
白
尾
火
山
灰
層
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Ｕ
Ｓ
シ
ネ
マ
が
運
営
す
る

千
葉
劇
場
で
は
３
月
２３
日
に

第
６
回
「
千
葉
劇
場
落
語
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

落
語
芸
術
協
会
所
属
の
春

風
亭
昇
太
一
門
の
落
語
会
は

毎
回
満
員
御
礼
の
大
好
評
！

出
演
は
、
真
打
・
春し

ゅ
ん
ぷ
う
て
い

風
亭 

昇し
ょ
う
や也
、
二
ツ
目
・
春

し
ゅ
ん
ぷ
う
て
い

風
亭 

昇
し
ょ
う

り
ん
、
二
ツ
目
・
春し

ゅ
ん
ぷ
う
て
い

風
亭 

昇し
ょ
う
さ
く
咲
の
３
人
が
高
座
に
上
が

り
、
落
語
を
披
露
。
千
葉
市

唯
一
の
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
で
、

映
画
と
は
違
っ
た
ラ
イ
ブ
感

の
あ
る
落
語
を
是
非
こ
の
機

会
に
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

■
日
時　

２
０
２
４
年
３
月

２３
日
㈯　

開
場
：
１３
時　

開

演
：
１３
時
半

■
会
場　

千
葉
劇
場
：
千
葉

市
中
央
区
中
央
３
の
８
の
８

「
千
葉
中
央
駅
」
徒
歩
７
分
・

「
千
葉
駅
」
徒
歩
１４
分

■
料
金　

２
０
０
０
円
（
自

由
席
）

※
チ
ケ
ッ
ト
購
入
方
法
は
通

常
映
画
作
品
と
同
じ
（
発
売

は
１
週
間
前
か
ら
）

※
招
待
券
・
共
通
券
・
割
引
券
・

Ｙ
Ｆ
Ｃ
券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

■
問
合
せ　

千
葉
劇
場

☎
０
４
３
・
２
２
７
・
４
５
９
１

　

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
で
人
気
の
落
語
会
が

３
月
に
開
催
決
定
！

　

新
芽
が
出
始
め
た
春
の
里

山
を
散
策
し
て
み
た
。
葉
の

色
や
形
、
大
き
さ
な
ど
種
類

の
多
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
葉

の
多
様
性
と
い
っ
た
と
こ
ろ

か
。

　

そ
ん
な
中
で
高
い
木
の
枝

先
の
赤
い
葉
が
目
に
入
っ
た
。

写
真
に
撮
り
、
帰
っ
て
か
ら

調
べ
て
み
た
。
ト
ウ
ダ
イ
グ

サ
科
ア
カ
メ
カ
シ
ワ
属
の
落

葉
高
木
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
（
赤

芽
柏
）
で
あ
っ
た
。

　

高
さ
１５
メ
ー
ト
ル
に
な
る
。

葉
は
長
さ
７
～
２０
セ
ン
チ
、

幅
５
～
１４
セ
ン
チ
の
広
卵
型
、

両
面
に
星
状

毛
が
あ
る
。

花
は
雌
雄
別

株
の
円
錐
花

序
、
花
に
花

弁
は
な
い
。

新
芽
の
色
と

カ
シ
ワ
の
よ

う
に
葉
を
食

器
の
代
わ
り
に
使
っ
た
こ
と

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。

食
器
代
わ
り
の
葉
に
は
ゴ
サ

イ
バ
（
五
菜
葉
）、
サ
イ
モ
リ

バ
（
菜
盛
葉
）
の

別
名
も
あ
る
。

　

古
代
か
ら
親
し

ま
れ
て
い
た
よ
う

で
、
万
葉
集
の
ヒ

サ
ギ
（
久
木
、
比

佐
木
、
比
佐
宜
）

は
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ

の
古
名
。
ヒ
サ
ギ

の
実
と
葉
は
染
料

に
、
樹
皮
は
生
薬

に
、
若
葉
は
食
用

に
、
材
も
軟
ら
か
く
床
柱
、

下
駄
、
薪
炭
に
使
わ
れ
て
い

た
と
い
う
。

　

今
で
も
ど
こ
か
で
使
わ
れ

て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、

身
近
な
材
料
で
は
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
天
然
資
源
が

減
っ
て
く
る
と
過
去
の
材
料

が
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
時
ま
で
大
切
に
残
っ
て

い
て
ほ
し
い
と
願
う
。

（
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
ネ
ッ
ト
／
野
坂
伸
一
郎
）
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◆発行日の２週間前までにご連絡ください。
　専用申込書をＦＡＸまたは郵送でお送りします。
◆申込書に住所・氏名・ＴＥＬ・広告文面など所定
　の内容を記入後、ご返送ください。
　追って掲載料金等を記載した受注書を発行します。

◆掲載料は前払いなので、受注書を確認されたらお
　振込下さい。掲載紙面は１部ご郵送します。

●き も の専門（今昔）野口染工場 ☎0470-83-0136
●ヤマハピアノ高価   コンドー楽器  0120-137-512
●ピアノ　漆田   0120-00-4210
●金プラチナ商品券　相場・額面の90～ 97%で
てんとう虫　☎0475-72-9400   大網店　休み不定
0476-36-4388   富里店　 043-310-5825   都賀店

●公益社団法人日本詩吟学院認可・千龍会会員募集　
㈯15時〜君塚２丁目公民館　㈮14時〜加茂公民館　
月会費：2,500円　平安時代の漢詩を吟じ、和歌を詠

じませんか　寺村　☎０９０-３０６１-０１６０
●シツデン音楽教室　ピアノ、フルート、バイオリン、
声楽（シニアボイトレ含）　   0120-00-4210

●陶芸講師　土日のみ一日可　ロクロ経験者　詳細は
ＨＰ　袖ケ浦市・クマの陶芸教室　☎0438-62-2038
●営業事務　自動車保険の継続案内電話など　
時給1,100円　9：30～ 18：00の間で応相談　
T A X市原自動車　☎0436-23-0002
●お弁当スタッフ募集　時給：1,026円～　10：00～
14：00・16：00～ 20：00　時間は応相談
T A K E O U T専門店ととり　☎0436-63-7577
●ボール回収　早朝４時半～６時半　時給1,150円　
アタックゴルフ市原　受付㈪～・藤成産業　
☎0438-62-6172

●スタッフ急募　寿司・和食・鰻の板前及び調理見習
い（正社員）／ホール（パート・アルバイト）土・日だけ
でも可　うるいど八幡屋　☎０４３６-７４-０００７
●アルバイト募集　高校生～フリーター　未経験O K　
ホール・配膳・洗い場　週３～４日　㈰㈷休　昇給制
研修期間あり　時給：1,200円～ 1,500円　17:00～
22:00でシフト制　まかない食事付　
姉崎　宝や　☎0436-61-1975

●ネズミ駆除　超プロが１回で完全駆除　駆除の対象、
長期生息、家屋に被害の有る方　★一戸建・アパートに
限定　任せて安心　創業54年の信用　半永久的効果
田辺消毒防除センター　☎0436-25-2801
●介護タクシーきょう え い車いすで乗車可75-4878
●ピアノのレンタル　シツデン  0120-00-4210

※個人情報や呼びかけなどにご利用ください。
※掲載のお申込みはシティライフＨＰなどで。
　h t t p s : / / w w w . c l - s h o p . c o m / c u s t o m e r /
　またはＦＡＸか郵送、メールで　ＦＡＸ0436-21-9142
　メール k i j i @ c l - s h o p . c o m
　

●保護猫の譲渡会　３／ 16・30㈯　10時半～ 14時
半　市原青少年会館・２Ｆ美術室（八幡）
☎080-5403-2004

●彩友会　第２・４㈮　13～ 16時　五井公民館　油絵、
水彩画、デッサン等　講師：千葉県美術会理事　懇切丁
寧に教えます　月会費：4,000円　
米元　☎090-2730-6994

●根形公民館サークル作品展　３／９㈯～ 17㈰　９～
16時　袖ケ浦市根形公民館　無料　公民館を拠点に活
動するサークル（絵画・陶芸・書道）等の作品展　
☎0438-62-6161　
●写真サークル・フォト菊間第10回写真展　３／ 11㈪
～ 18㈪　９～ 17時、初日13時～、最終日12時まで　菊
間コミュニティセンター　風景、花、祭り等　会員自由
作品の展示　約36点　無料　藤本　☎0436-76-0185
●シニアの集い・銀の鈴　３／ 12㈫　10時半～　五
井ナザレン教会　参加無料　健康体操・ゲームと歌・
脳トレ・交流など　どなたでも　☎0436-21-0566

●いきいき体力見える化プロジェクト・体力測定会　
３／ 16㈯　13時半と14時半の２回　帝京平成大学ち
はら台キャンパス体育館　18歳以上・参加無料　身体
機能を可視化、測定後はアドバイスあり　内履き・外履
きを入れる袋持参　各回20名　要予約　３／ 15〆切
☎0436-74-6369
●覚えてる会：もの忘れのある方の懇談会　３／ 16
㈯　10～ 12時　辰巳公民館　参加費：100円（年会費制）
高齢者、もの忘れのある方などが、生活上の工夫や便利
グッズなどによる対処法を話し合う　一般参加も歓迎
ミニ講座「対認知症活動」　☎090-9330-4722
●カフェもの忘れ・認知症とスマホ・パソコン相談会
３／ 16㈯　13～ 15時　辰巳公民館　参加費：300円

（飲物代）　元もの忘れ外来担当者やケアマネが、対処法
の相談を受けます　スマホ・パソコン教室は一般の方
の不調相談も歓迎、器機持参で　☎090-9330-4722
●ふる里学舎作品展示即売会　３／ 16㈯17㈰　ユニ
モちはら台１Ｆプラザ　各種パン、無添加ジャム、木工、
陶芸、低農薬野菜など　☎0436-36-7611　
●高滝お宝市　３／ 17㈰　９～ 14時　高滝神社境内
と参道　雨天中止　手芸、工芸、木工、竹工、農産物、山野
草、赤飯、花苗、骨董品、果樹、古美術品、アンティーク、手
作り革製品、寄木木工品、地元産蜂蜜　キッチンカーも
あり　毎月第３㈰開催　☎090-1199-6612
●ボケ（放春花）盆栽展　３／ 19㈫～ 24㈰　最終日14
時まで　永野園展示場（海士有木）　
主催：友の会　☎0436-36-1064　
●市原蘭と花木の会　３／ 20㈷　９～ 13時　ウエルシ
ア・コミュニケーションセンターいちはら（国分寺台）
蘭、山野草、園芸植物、盆栽、ほか　参加費：500円
中村　☎0436-26-5456　
●ふるさとをつなぐ会・出羽三山講入門講座　３／
21㈭ 　13時半～ 15時半　市原歴史博物館（能満）　資
料代：200円、会員・学生無料　山形県の羽黒山・月山・
湯殿山の三山を信仰する「出羽三山講」が全国的にも盛
んな特異地区である市原市　市原歴史博物館の学芸員・
椎津三山講の行人による入門講座　先着30名　要申込
３／ 15〆切　☎090-3544-3728　
●パイプオルガンでさんびか　３／ 23㈯　13時半～
15時　五井ナザレン教会　無料　パイプオルガンでさ
んびかを歌う　聞くだけでもＯＫ　☎0436-21-0566
●上総国分寺骨董市・フリーマーケット　３／ 24㈰　
９～ 14時　雨天中止　上総国分寺境内（国分寺台）　毎
月第４㈰開催予定　事務局　☎090-3047-8216
●神経症者の話合いの場　３／ 24㈰　13～ 16時半　
千葉中央コミュニティセンター　不安神経症、対人恐
怖、パニック障害、抑うつ、強迫観念の人々のメンタル

ヘルス「森田療法」の学習と話合い、体験交流など　一般
1,000円　要連絡　田中　☎090-3548-4970
●みんなの寺カフェ・全身でぬりえ体験　３／ 28㈭
10～ 12時半　西光寺（根田）　体全体でどでかいキャ
ンバスに塗る・着替え必須　昼食付・おむすびはるか
仏教紙芝居もあり　会費：大人500円、18歳未満無料
要予約：３／ 27〆切　☎0436-22-7412　　　
●市制60周年記念祝賀コンサート・海幸誇る　３／ 30
㈯　17時開演　上総国分尼寺回廊　荒天中止・小雨決
行　能舞と日本歌曲とコンテンポラリーダンスの饗宴
入場料3,500円　主催：ミュージアムロフト　
☎090-8346-4021
●講演会「大田實海軍中将54年の生涯」と「映画化への
夢と道」　３／ 30㈯12時半開演　長柄町公民館　無料
大田實海軍中将顕彰会・相馬　 ☎090-7009-3314　
●聞こえの学習会　３／ 30㈯　13～ 15時　船橋市中
央公民館　参加自由　無料　申込み不要　補聴器・人
工内耳の紹介と上手なつきあい方　発言の内容がリア
ルタイムに分かる機器の紹介あり　問合せはF A Xに
て　N P O千葉県中難協・宮野　f a x .047-432-8039
●タッチドローイングと花咲くランタン 　３／ 30㈯
31㈰　10～ 16時　旧内田小学校（島田）　おもてな
し交流プログラムへの出展　J a v a s c r i p tを使った
プログラミング体験・桜の花形の光ランタンの展示は
無料、ぶんぶんゴマ・ペーパークラフト・キットパス手
形アートは有料　他にも文化芸術団体・地元アーティ
ストのワークショップ、作品展示、キッチンカーなどあ
り　☎0436-26-5267
●イースターのお祝い　３／ 31㈰　10～ 12時　五井
ナザレン教会　無料　イースターのお話、絵本の読み聞
かせ、イースターエッグづくり、卵探し　どなたでも　
☎0436-21-0566
●養老川リバーサイドウオーク　３／ 31㈰　７時50
分～ 15時位　春の養老川沿いを歩く　五井駅東口出
発・光風台駅まで15キロウオークし、安須農業センター
で昼食、14時44分の光風台駅発・小湊鉄道に乗車し
五井駅で解散　高校生以上1,000円、子ども500円（小
学生は大人同伴）　☎0436-43-2197
●スクエアダンス無料体験会　４／６・13㈯　15～ 17
時　土気あすみが丘プラザ　ウォーキングダンスで気

分もリフレッシュ　経験者も歓迎　体験会終了後、入会希
望者は練習期間あり（5カ月間4,000円）、以降は月会費
1,000円・入会金なし　場内ではマスク着用、上履き（運
動靴等）持参　野村　☎090-1218-1145
●サークル体験講座・油絵　４／６・20㈯　９時半～
11時半　姉崎公民館　公民館サークルの体験講座　今回
は油絵　２回で小さな静物画を作成　A4サイズ程度のス
ケッチブック、濃い鉛筆持参、他の用具は貸出あり　参加
費：500円　先着一般５名　要申込　☎0436-61-0124
●チバニアンガイド六期生募集！　先着10名　一線
の研究者によるガイド講座　地質学の知識がなくて
もＯＫ　知識欲とボランティア精神をお持ちの方な
らどなたでも　応募条件：チバニアンガイドとして
その魅力を発信したいと思っている、チバニアンの
露頭まで見学者を案内する体力がある、パソコンや
スマホ等によるメール通信ができる、市原市田淵ま
での交通手段がある、年齢75歳以下で平日も活動で
きる、という方　これから隈研吾氏設計の新ガイダ
ンス施設や新園路の工事も開始　申込はメールで
i n f o @ t a b u c h i - c h i b a n i a n s . c o m
問合せ：チバニアンビジターセンター・㈭休　
☎0436-96-2755
●市原警察署・移動交番開設予定場所　３／ 11㈪10
時～ユニモちはら台、13時半～誉田グリーンヒルセ
ンター　12㈫10時～南総公民館、13時半～小湊鐵道
光風台駅　13㈬10時～帝京大学ちば総合医療センター、
13時半～泉台コミュニティホール　14㈭10時～ジョ
イフル本田市原店、13時半～千種コミュニティセンター
15㈮10時～ちはら台コミュニティセンター　18㈪10
時～菊間コミュニティセンター、13時半～辰巳公民館
19㈫10時～メガ・ドン・キホーテU N Y市原店、13時
半～姉崎保健福祉センター　22㈮10時～戸田コミュニ
ティセンター、13時半～三和コミュニティセンター　
25㈪10時～千種コミュニティセンター　26㈫10時～
小湊鐵道上総牛久駅、13時半～南総公民館　27㈬10時
～千葉県循環器病センター、13時半～加茂公民館　28
㈭10時～有秋公民館、13時半～泉台コミュニティホー
ル　29㈮10時～ちはら台コミュニティセンター、13
時半～誉田グリーンヒルセンター　変更になる場合も
あり　市原警察署地域課　☎0436-41-0110

申し込み方法

申し込み方法
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鉄
道
写
真
愛
好
家
の
皆
さ

ん
へ
お
知
ら
せ
で
す
。
今
年

６
月
６
日
㈭
～
６
月
１１
日
㈫

に
開
催
予
定
の
『
小
湊
鐵
道

を
撮
る
仲
間
た
ち
展
』
に
写

真
を
出
展
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
写
真
展
は
写
真
家
の

故
加
賀
淺
吉
氏
が
中
心
と
な

り
、
８
年
前
か
ら
始
ま
っ
た

も
の
。
小
湊
鐵
道
の
景
観
を

多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
小
湊
鐵
道
を
こ
よ

な
く
愛
す
る
写
真
仲
間
が
企

画
し
、
市
原
市
だ
け
で
な
く

東
京
（
新
宿
）
や
船
橋
市
な

ど
様
々
な
場
所
で
開
催
、
好

評
を
得
て
き
ま
し
た
。
昨
年

は
市
原
市
で
開
催
し
、
多
く

の
愛
好
家
の
参
加
に
よ
り
盛

況
の
う
ち
に
終
了
。
今
年
も

昨
年
と
同
会
場
・
市
原
市
の

夢
ホ
ー
ル
（
市
原
市
更
級
１

の
９
の
８
・
ス
ポ
ー
ツ
デ
ポ

市
原
五
井
店
１
階
）
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
四
季
折
々
、
魅

力
あ
る
小
湊
鐵
道
の
風
景
写

真
を
撮
影
し
て
い
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

・
参
加
方
法
：
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
１
人
１
点
。

作
品
テ
ー
マ
は
小
湊
鐵
道
、

ま
た
は
小
湊
鐵
道
を
連
想
さ

せ
る
写
真
。
画
題
（
タ
イ
ト

ル
）、
撮
影
場
所
を
参
加
申
込

書
に
記
載
し
、
写
真
デ
ー
タ

と
と
も
に
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。

・
作
品
サ
イ
ズ
：
Ａ
３
・
Ａ
３

ノ
ビ
・
半
切
・
全
紙
・
Ａ
２

ま
で
。
額
縁
サ
イ
ズ
は
、
外

枠
横
幅
が
最
大
７６
セ
ン
チ
ま

で
。

・
参
加
料
金
：
１
人
２
０
０
０

円
。
参
加
規
定
に
記
載
さ
れ

て
い
る
口
座
に
お
振
込
み
く

だ
さ
い
。

・
申
込
〆
切
：
４
月
１５
日
㈪
ま

で
。

・
主
催
：
小
湊
鐵
道
を
撮
る
仲

間
た
ち
展
実
行
委
員
会

・
詳
細
等
は
Ｈ
Ｐ
に
て

http://www1.u-netsurf.
ne.jp/~BF200033/new/
index.html

 

「
小
湊
鐵
道
を

   

撮
る
仲
間
た
ち
展
」

        

出
展
作
品
募
集↑ホームページ

はこちらから

　

前
回
、
近
い
将
来
起
こ
る

で
あ
ろ
う
世
界
的
な
食
糧
問

題
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
が
、

多
く
の
学
者
は
、
私
達
が
生

き
延
び
る
に
は
人
間
が
何
万

年
と
育
ん
で
き
た
古
来
か
ら

の
農
法
こ
そ
が
唯
一
の
解
決

法
で
あ
る
、
と
結
論
づ
け
て

い
ま
す
。
外
国
か
ら
家
畜
飼

料
を
買
っ
て
与
え
る
の
で
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
無
駄
が
生
じ

ま
す
。
そ
の
土
地
で
餌
の
穀

物
や
牧
草
を
作
り
、
出
た
糞

を
肥
料
と
し
て
再
利
用
し
、

全
て
を
循
環
さ
せ
る
事
が
最

も
効
率
の
良
い
方
法
で
あ
る

の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
、
世
界
の
各
地
で
あ
ら
ゆ

る
試
み
が
試
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
英
国
の
あ
る
地
方

の
村
で
は
独
自
の
通
貨
を
作

り
、
そ
の
土
地
で
生
産
さ
れ

た
物
を
奨
励
す
る
事
に
よ
っ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
化
を

図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
ア
メ
リ
カ
の
あ
る
町
で
は
、

道
路
脇
や
公
共
の
建
物
の
敷

地
内
に
果
樹
や
野
菜
を
植
え
、

誰
も
が
自
由
に
取
れ
る
よ
う

に
し
て
市
民
の
意
識
改
革
を

促
し
て
い
ま
す
。
さ
て
、
日

本
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

日
本
で
教
鞭
を
取
っ
た
事

の
あ
る
ア
メ
リ
カ
人
の
大
学

教
授
は
、
日
本
の
農
業
に
つ

い
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま

す
。「
日
本
人
の
学
生
た
ち
に

こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
は

独
創
性
や
ア
イ
デ
ア
が
如
何

に
重
要
で
あ
る
か
説
い
て
来

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
私

の
努
力
は
無
駄
に
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
出
る
杭
は

打
た
れ
る
方
式
の
教
育
で
は

や
る
気
の
あ
る
学
生
が
全
く

育
た
な
い
の
で
す
。
加
え
て

欧
米
で
は
農
業
は

立
派
な
化
学
の
分

野
の
１
つ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、

日
本
で
は
そ
も
そ

も
農
業
は
低
く
見

ら
れ
て
い
る
よ
う

で
す
」
と
著
書
の

中
で
述
べ
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
こ
の
コ
ー
ス
も
終

わ
り
に
近
づ
い
て
来
ま
し

た
。
ハ
ー
ブ
の
話
か
ら
始
ま

り
、
料
理
や
野
菜
作
り
、
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
、
養
蜂
、
自
然
の

中
で
の
生
活
を
通
じ
て
健
康

を
テ
ー
マ
に
記
事
を
書
い
て

き
ま
し
た
。
真
の
健
康
と
は

単
に
身
体
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、

自
然
環
境
も
含
め
て
考
え
る

べ
き
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

長
い
間
読
ん
で
頂
い
た
読
者

の
皆
様
、
編
集
部
の
方
々
、

協
力
し
て
く
れ
た
家
族
に
感

謝
を
述
べ
な
が
ら
、
今
回
で

筆
を
置
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長谷川良二。長柄町在住。ハー
ブコーディネーター、ガーデニ
ングコーディネーター、歯科
医師。市原を中心に公民館で
のハーブの指導などをしながら
自然栽培で野菜を育て、養鶏、
養蜂にもトライ中。

 

　

脳
ア
ミ
ロ
イ
ド
血
管
症

（
Ｃ
Ａ
Ａ
）
は
不
溶
性
線
維

性
蛋
白
で
あ
る
ア
ミ
ロ
イ
ド

β
が
小
動
脈
や
細
動
脈
（
一

部
で
は
毛
細
血
管
に
も
）
に
沈

着
す
る
脳
小
血
管
病
で
す
。
認

知
症
の
原
因
の
１
つ
で
あ
り
高

齢
者
（
５５
才
以
上
）
に
多
く
、

病
変
が
進
行
す
る
と
小
血
管
の

フ
ィ
ブ
リ
ノ
イ
ド
壊
死
や
微
小

動
脈
瘤
な
ど
が
お
こ
り
血
管
閉

塞
や
出
血
に
至
り
ま
す
。
Ｍ
Ｒ

Ｉ
（
Ｔ
２*

撮
影
）
で
は
微
小

血
管
か
ら
の
陳
旧
性
出
血
や
出

血
後
の
ヘ
モ
ジ
デ
リ
ン
沈
着
を

反
映
す
る
径
５
～
１０
㎜
以
下
の

円
形
～
楕
円
形
の
低
信
号
と
し

て
認
め
ら
れ
ま
す
。
Ｃ
Ａ
Ａ
が

脳
表
血
管
部
位
で
破
綻
し
脳
溝

内
へ
出
血
し
た
場
合
、
急
性

期
に
は
円
蓋
部
く
も
膜
下
出

（cSAH

）
と
し
て
、
慢
性
期

に
は
皮
質
脳
表
ヘ
モ
ジ
デ
リ
ン

沈
着
（cSS

）
と
し
て
検
出
さ

れ
ま
す
。
Ｃ
Ａ
Ａ
で
は
、
そ

の
２０
～
３０
％
が
脳
出
血
発
症

前
に
情
報
処
理
速
度
の
低
下

や
遂
行
機
能
の
低
下
な
ど
の

認
知
機
能
障
害
を
呈
し
て
お

り
、
特
に
重
度
の
Ｃ
Ａ
Ａ
で

認
知
症
の
頻
度
が
高
い
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｃ

Ａ
Ａ
に
関
連
す
る
神
経
症
状

に
は
“amyloid spells

”
と

言
わ
れ
る
頭
痛
を
伴
う
片
頭

痛
様
前
兆
発
作
や
“
一
過
性

局
所
性
神
経
エ
ピ
ソ
ー
ド
”

（
一
過
性
の
手
足
の
し
び

れ
・
脱
力
や
失
語
症
）
が
あ

りcSAH

やcSS

が
原
因
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
過
性

脳
虚
血
発
作
と
誤
診
さ
れ
て

抗
血
栓
療
法
が
施
行
さ
れ
る

と
脳
内
出
血
が
誘
発
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
、
両
者
の
鑑

別
は
重
要
で
す
。
神
経
症
状

は
通
常 

３０
分
以
内
に
消
失
し

ま
す
が
し
ば
し
ば
他
の
身
体

部
位
に
広
が
り
再
発
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 

脳
の
健
康
管
理

脳
ア
ミ
ロ
イ
ド
血
管
症
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A
）




